
○ △ × ○ △ ×

問１ 1 (1)〔1〕上段　事業者が、事業として～ Ａ 91.9% 6.1% 2.0% 問１ 29 7.8％　市販薬の売上高 Ａ 95.2% 0.7% 4.0%

2 (1)〔1〕下段　なお、その他の者が～ Ａ 88.3% 7.4% 4.3% 30 7.8％　サ高住収入 Ａ 75.8% 3.3% 20.9%

3 (1)〔2〕課税仕入れの定義上～ Ａ 61.3% 16.2% 22.5% 31 6.24％　栄養ドリンク・健康食品の売上高 Ａ 87.0% 0.9% 12.1%

4 (1)〔2〕課税仕入れに該当する。 Ａ 91.6% 2.7% 5.6% 32 6.24％　サ高住収入 Ｂ 46.6% 2.9% 50.5%

5 (2)〔1〕居住用賃貸建物の意義 Ａ 94.9% 3.6% 1.4% 33 非課税　介護事業収入 Ｂ 49.5% 2.0% 48.5%

6 (2)〔2〕住宅の貸付けの用に～ Ａ 73.7% 12.7% 13.6% 34 非課税　リサイクル預託金 Ａ 74.6% 1.4% 24.0%

7 (2)〔2〕一取引単位に係る～ Ｃ 27.4% 24.2% 48.3% 35 課のみ7.8％　開発費 Ｂ 47.3% 2.5% 50.2%

8 (2)〔2〕1千万円以上～ Ａ 63.8% 9.7% 26.6% 36 課のみ7.8％　POSレジの修理代 Ａ 95.1% 2.0% 2.9%

9 (2)〔2〕高額特定資産に該当する Ｂ 44.4% 9.5% 46.0% 37 課のみ　棚卸資産 Ｂ 55.7% 11.0% 33.3%

10 (2)〔2〕居住用賃貸建物に該当する。 Ａ 89.8% 3.5% 6.8% 38 共通7.8％　調剤薬局店の家賃 Ａ 91.5% 2.0% 6.5%

11 (2)〔2〕居住用賃貸建物の課税仕入れ～ Ａ 88.2% 7.2% 4.6% 39 共通7.8％　無菌調剤室の設備 Ａ 77.3% 2.9% 19.8%

12 (3)〔1〕住宅の貸付けの範囲 Ａ 79.1% 14.4% 6.5% 40 売上げに係る対価の返還等に係る消費税額 Ａ 76.5% 4.0% 19.5%

13 (3)〔2〕契約により居住用として～ Ａ 67.2% 14.7% 18.0% 41 貸倒れに係る消費税額 Ａ 92.5% 2.0% 5.5%

14 (3)〔2〕貸付期間が～ Ｂ 39.8% 14.0% 46.2% 42 控除不足還付税額 Ｃ 0.7% 1.0% 98.3%

15 (3)〔2〕旅館業に係る～ Ｃ 28.3% 10.5% 61.2% 問２ 43 課税売上　原状回復費用相当額 Ａ 93.4% 0.9% 5.8%

16 (3)〔2〕住宅の貸付けに該当し～ Ａ 89.6% 6.3% 4.0% 44 法31 Ｂ 54.0% 11.7% 34.3%

問２ 17 (1)その事業年度を～ Ｂ 48.8% 12.0% 39.2% 45 非課税　ビルA賃貸収入（居住用） Ａ 88.9% 0.7% 10.4%

18 (1)提出した日の属する期間が～ Ｂ 53.7% 11.4% 34.9% 46 非課税　返還不要の保証金 Ａ 94.2% 1.3% 4.5%

19 (1)令和4年11月1日から効力が生じ Ｂ 31.2% 13.1% 55.7% 47 課税売上割合・5億円判定 Ｃ 11.8% 8.7% 79.5%

20 (1)最後に3月未満の期間を～ Ｂ 43.0% 8.1% 48.9% 48 課のみ　家具調度品購入費用 Ａ 90.3% 2.5% 7.2%

21 (1)令和4年11月1日から令和5年1月31日～ Ｂ 53.8% 10.1% 36.1% 49 課のみ　Eアパート建築費用・着手金 Ｂ 52.8% 4.6% 42.6%

22 (2)軽減税率（6.24％）が適用される。 Ａ 96.0% 1.2% 2.9% 50 マンションB　計上なしコメント Ａ 69.7% 4.9% 25.4%

23 (2)飲食店業等を営む者が～ Ｂ 54.0% 23.7% 22.4% 51 共通　資本的支出G Ｂ 50.6% 3.6% 45.7%

24 (2)食事の提供には該当せず Ｂ 56.1% 15.6% 28.3% 52 一括　仕入れに係る消費税額 Ｃ 2.5% 2.0% 95.5%

25 (2)飲食料品の譲渡に該当する。 Ａ 85.3% 6.8% 7.9% 53 居住用賃貸建物ビルA　資産の判定 Ａ 62.6% 2.7% 34.6%

26 (3)有価証券その他～ Ａ 81.7% 11.0% 7.4% 54 居住用賃貸建物ビルA　調整不要のコメント Ｂ 45.6% 3.9% 50.5%

27 (3)売掛金債権の譲渡は～ Ａ 86.1% 7.1% 6.8% 55 調整対象固定資産ビルA　仕入れ等 Ｃ 28.4% 2.2% 69.4%

28 (3)貸付金債権の譲渡は～ Ａ 85.1% 6.9% 7.9% 56 調整対象固定資産ビルA　変動判定 Ｃ 6.5% 3.8% 89.8%

57 調整税額 Ｃ 1.2% 2.6% 96.2%

58 六月中間申告の要否の判定 Ｂ 43.4% 15.7% 40.8%

59 中間納付税額 Ｂ 44.9% 4.3% 50.8%

60 納付税額 Ｃ 0.1% 0.4% 99.4%

難易度
正答率

第一問は、全体的に平易であることから、難易度Ａを確実に得点し、難易度Ｂをできる限り得点することが求められます。第二問は、取引区分を中心に難易度Ａ、Ｂを正答し、居住用賃貸建物・調整対象
固定資産や中間納付税額の計算で、正答可能な箇所を追加で得点することで有利になると思われます。
以上のことから、ボーダーラインは理論40点、計算33点の合計73点、合格ラインは合計79点と予想いたします。

問　　　　　　　題 難易度
正答率

３．データに基づく最新の合格ラインの考察

難易度　Ａ：得点して欲しい箇所　　Ｂ：出来れば合わせて欲しい箇所　　Ｃ：出来なくても支障のない箇所

第
一
問

第
二
問

問　　　　　　　題

第７３回税理士試験　消費税法　データに基づく最新合格ラインの読み・正答率・難易度・得点分布表

１．ボーダーライン及び合格ライン

　　ボーダーライン：　73点

　　合格ライン　　：　79点

２．データに基づく正答率・難易度表



得点 上位％ 得点％ 得点 上位％ 得点％
100 50 93.8 0.6
99 49 94.2 0.4
98 48 94.9 0.7
97 47 95.7 0.7
96 46 96.0 0.3
95 45 96.5 0.6
94 44 97.0 0.4
93 43 97.1 0.1
92 42 97.3 0.1
91 41 97.5 0.3
90 0.3 0.3 40 98.0 0.4
89 39 98.3 0.3
88 0.6 0.3 38 98.6 0.3
87 0.7 0.1 37 98.7 0.1
86 1.0 0.3 36
85 2.0 1.0 35
84 3.2 1.2 34
83 4.3 1.2 33 98.8 0.1
82 6.1 1.7 32 99.0 0.1
81 8.1 2.0 31
80 11.1 3.0 30
79 14.1 3.0 29 99.1 0.1
78 18.6 4.5 28
77 23.1 4.5 27 99.4 0.3
76 28.4 5.3 26
75 33.8 5.3 25
74 40.0 6.2 24 99.7 0.3
73 44.4 4.5 23
72 49.4 4.9 22
71 54.5 5.2 21
70 59.2 4.6 20
69 63.8 4.6 19
68 67.8 4.0 18
67 71.6 3.8 17
66 75.6 4.0 16
65 78.4 2.7 15
64 80.7 2.3 14 99.9 0.1
63 83.0 2.3 13
62 84.7 1.7 12
61 85.4 0.7 11
60 86.7 1.3 10
59 87.7 1.0 9 100.0 0.1
58 88.6 0.9 8
57 90.0 1.4 7
56 90.6 0.6 6
55 90.9 0.3 5
54 91.6 0.7 4
53 91.9 0.3 3
52 92.5 0.6 2
51 93.2 0.7 1
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